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  会議次第 

１ 館長あいさつ 

 

２ 議題 

(1) 令和８年度事業について 

３ その他 

(1) 青少年部員の募集について 



協 議 経 過 

  

主な内容は次のとおり  

 

１ 館長あいさつ 

令和７年度中に照明の全館ＬＥＤ化及びトイレの様式化工事が完了すること、令和

８年度から３年間、第２駐車場が東林分署の仮設庁舎の敷地となることに伴い閉鎖さ

れることなどを報告した。 

学級事業のリニューアル計画など新年度に向けての抱負を述べた。 

 

２ 議題 

（１）令和８年度事業について 

令和８年度東林公民館事業計画書(案)及び運営協議会収支予算書(案)について、

各専門部委員、運営協議会委員及び担当職員から説明を行い、全会一致で原案のと

おり了承された。 

主な質疑は次のとおり。 

 

《文化祭について》 

〇 会場スペースの制約という課題はあるが、文化祭を現在の文化部事業から公民館 

を挙げて実施する行事という位置付けにできないか。 

● 東林公民館では、これまで「文化祭」として実施してきたが、「公民館まつり」と

して公民館全体の事業にしたいという思いはある。 

自らの事業を受け持てば、各専門部の気合いの入り方も違ってくる。他の地域団体

にも参加していただければ、地域全体で事業を盛り上げていくこともできる。 

また、近隣公民館と日程がバッティングするため、何か人を引きつける魅力を創り

出し、いかに東林公民館に来てもらうかをみんなで考えないといけない。 

《新学級について》 

●   開館初期から実施してきた高齢者学級と女性学級(当初は婦人学級)を統合・再編

して、(仮称)東林オープンカレッジとしてリニューアルし、世代や性別、立場を超え

て、地域の方々が交流できる学びの場というコンセプトで提案するものである。 
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●  例えば大学のように必修科目のほか、自ら選べる選択科目を用意し、誰でも参

加できる、どれでも参加できるという形を想定している。 

東林公民館振興計画の目標である「であい・ふれあい・学びあい・高めあい」

を形にする事業としたい。 

〇   話し合いの進め方のイメージや受講人数などについて教えていただきたい。 

●   最初は事務局のリードが必要になると考えている。具体的な科目などは、その

後の準備委員の話し合いの中で決めることになると思う。 

会場のキャパの制約を受けるが、なるべく大勢の人が参加できるようにしたい。  

〇   私の自治会で受講を勧めると、公民館が遠い、聴きたい科目はあっても、全て

の回に出席するのは難しいと言われる。 

●   学級事業なので１科目だけ受講するというわけにはいかないが、なるべく好き

な科目を受けられるようにしたい。1 科目だけ受講したい方は、個別に参加可能

な他の公民館事業に参加いただきたい。 

《共催事業について》 

〇   サマーコンサートは今年で２７回目を迎える。１回のコンサートで色々なジャ

ンルの演奏を聞くことができ、ご近所の方を応援することもできる。１つのグル

ープだけではできなくても、みんなで力を合わせたらコンサートを開くことがで

きる。 

委員の皆さまも指揮者とピアニストの指導を受けて４回のレッスンでコーラス

の一員としてステージに立つチャンスがあるので、興味があれば参加していただき

たい。 

●  第３次東林公民館振興計画の活動計画の留意点の一つとして家庭教育支援を

掲げている。東林地区社会福祉協議会が運営している「子育てサロン たんぽぽ」

に東林公民館が共催として参画し、双方の協力により親子が一緒に地域コミュニ

ティーに参加できる機会を広げたい。 
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〇  それぞれの関与についてはどうなるのか。 

●  公民館としては、まずは広報や当日の受付などを担うことが考えられるが、

今後、話し合いの中でお互いに意見を出し合い、1年間探りながら関わりを持

たせていただきたい。 

 

３ その他 

(１) 青少年部員の募集について 

𠮷川青少年部長から部員数が減少している現状報告及び部員募集の周知に

ついての依頼があった。 

併せて事務局から令和８年度に創設する公民館サポーター制度を紹介した。 

 

４ 閉会 

次年度の運営協議会の日程を周知して、協議会を閉会した。 

 

以 上    



   R７年度第３回東林公民館運営協議会委員名簿  

№ 氏 名 所 属 等 出席者 

１ 飯 田 生 馬 東林公民館長 〇 

２ 田 村 久 司 東林地区自治会連合会 〇 

３ 吉 村 建 志 東林地区自治会連合会 〇 

４ 根 岸 秀 生 東林地区自治会連合会 〇 

５ 阿 部 匡 秀 東林地区社会福祉協議会 〇 

６ 村 田 定 志 東林地区民生委員児童委員協議会 〇 

７ 遠   藤   裕 東林地区老人クラブ連合会  

８ 松 井 昭 治 東林公民館体育部 〇 

９ 𠮷 川  千 鶴 子 東林公民館青少年部 〇 

１０ 野 浦 正 幸 東林公民館文化部 〇 

１１ 山 本 政 子 東林公民館広報部 〇 

１２ 松 島 和 博 上鶴間こどもセンター所長 〇 

１３ 前 田 啓 子 食生活改善推進団体わかな会 〇 

１４ 嶋 野 智 文 東林地区小・中学校長(上鶴間中学校長) 〇 

１５ 鈴 木   岳 ＰＴＡ代表（上鶴間小学校） 〇 

１６ 野 崎 美 沙 東林地区交通安全母の会 〇 

１７ 髙 木 博 見 東林地区健康づくり普及員協議会 〇 

１８ 中 山 正 和 東林ボランティアの会 〇 

１９ 村 上 克 枝 公募  

２０ 加 藤 三知子 公募 〇 

２１ 須 藤 絹 子 公募 〇 

２２ 黒 川 好 美 学識経験者 〇 

 


